
Title 再び「価値法則と社会主義社会の問題」に寄せて
Sub Title Second thought on the problems of the law of value
Author 中山, 三郎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1948

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.41, No.10 (1948. 10) ,p.599(45)- 606(52) 
JaLC DOI 10.14991/001.19481001-0045
Abstract
Notes 学会展望
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19481001-

0045

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


‘印:寧 啊 了 備 鄉 離 ^ ^ ^ 鄕 鱗 ^^，ぎ織徵魏祿戀齊学赞ギ鱗^^

に J

qい
>
u
;
^
h
K

'*
:h

p
lf
c

r

s餘
 

f

vv

:-
1
^
T
^
-
^
:

-»
.'I
1
^
^'̂f
,:-
i
.;t
4
:3
:?
:
'
r
^
r

!.
;
^
:
:
:
:
;
;
:
:
i
:

f
\

fa
-
S
^
K
-
v
^
f 

{

,•
»
 ̂.

I
し1
グ
ゴ
电1
N-
•

TC 

.
u
i
v
Ji
r
^
-
l
.

'i
-
'
l 

•
!
_
/
,

と
こ
ろ
で
以
上
に
述
べ
た
よ
ぅ
な
動
學
的
な
才
丨
バr
タ
イ
ム 

の
栩
大
に
つ
い
て
は
、kわ
れ
‘わ
机
は
ま
た
こ
\
數

年

來〈

貫
し

t 

〈

勞
作
を
發
表
し
？

.け
て
ゐ
る
テ
ィ
ン
ト
ナ
丨
の
貢
献
を
も
看
却 

し
て
は
な
ら
な
い
で
H

こQ
1
®

•に
で

管

彼

の

I
文
，
 

は
、

「

オ
ー
バ
ー
ク
イ
み
め
效
用
極
大
化

j 

(Gerhard 

fin,

f

 

^
 

f
 

l
a
t
i
o
l 

l

c
 

over:

鎖

，
，
f

 

.
鐘

t
c
v
A
p
r
i
l

 

I

s、謹
學

的

需

s

線
の
：理
論
的
導

^
 

?

•
 

f

 

I

B

I

l

f

,
 

s
i
s
i

ほ

es 、
E
c
o
m
m
e
t
r
i
p

o
c
t
^
e
^l
lCD
s
s
-
 ̂
:

_
^:
:
の

劢

蘩
 

1
論
に
於
け
る
吏
出
彈
カ
性

」
(

@
1

|
皮
：4

:

^

^

u

?o
'i
g
rt
H

f
 

y-a
0
&
真

&
§
|
寶

§
,

I

 

I

.こ
れ
ら
.の
テ
ィV

ト
ナ
：丨
の
：文
献
&

.い
：|

、

:

懂

J

灌

■
驚

f

層

哽

的

露

函

數j

國

民：

.

.
f
濟
翁
認
f
-VN1*

•プ
卷

第
1

:1
1
を
.參
照
せ
よ)

、.

，な
ど
に
.す
じ
ま
'.

、

は

^

險
及
^.
不 
_
實
挫 

g
Tfc
-

げ̂

る

^:
槔

：
1

•」
(The prhe<̂

ry 

o
f 

choiae:sder&l

s:ective Risk 

a
s 

奢

ertainty, 

E
c
o
w
m
^
t
r
i
c
f

 

July-o<Jtober' S
41 

ノ
、

の 

I

I
 
理

；

i

 
/
の 
一^

M
J
t
o
l
i
b
u
t
i
b
/
t
o

》e
K
O
^
t
a
t
i
c

 Theory 

aohoiee, 

f
!

幕

 

H

f

I
 

.
i

 

M

l、
s

產

の

獻

置

，

' 

の i 
喬
風」

(

> contribution to tbe lSron--Static Theory

O
H 

p
r
o
d
d
c
t
l

 in 

S
t
u
d
i
e
s

 i
n

 M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l

 

k
c
o
i
l
?

着

s 
i
 

E
c
m
o
m
e
t
r
i
c
s
; i

n

 M
e
m
x
r
k

 

q
f

 H
e
n
/
n
J

 

S
C
I

I  鐘̂ » - I <P ̂ ̂感 rs  f が | ! _  11 s i
_謂■f _  _   ̂謎 n i f，へそ不、名oミ，JSMャ,デ象ミ,ス的、常そ9因に
|1_ _ 議纖葡 |illS S ̂ |||1 it ^；L f S f ̂  § i ■ #盆|か_、球 f ”チ!If褒禮!戮 __纖 ft 2
_ f _ ■輝麵̂H会楚テf翁古| aミI齊齊f發̂4が译九 " て關，有j  aね,<1驗き、そ特i  $ 8 .

再

^

T
fi
値

法

則

^
社

會

生

：m

,

0

_

m :
- w
^

/
:.

.

」

:
■
■,
:
-
:
-
' 

V 

■
 

.
/
.■
:

」

：■

■''.'. 

V

.:
 

.

. 

'
.
. 

“

.- 

/、
-
.ヘ

ン

.-

.
 

:

.へ
，
；
：
へ
，
謂

ス
タ
'丨
リ
ン
に
よ
つ
て
提
■

れ
、へ
レ
：才
ン
チ
^
フ.

.•
¥
'ス
.トa, 

ヴ
，
プ
チ
：ヤ

ノ

フ
•ブ
ト
ラ
：：ネ
等
の>7
.1
ィ
.エ
ト
の
，經
濟
學
者
達
.̂; 

ょ
づ
て
採
り
上
げ
6
れ

、'
Hに
.
/ メ
‘リ；

力
’に
於

^
、
这l

y
o
r
k

 

Timesv-CAPril, 

2
- 1
9
4
4. 

:
£
y
,
^
&
^

.

1 society (spri

cg;
;
1
9
4
4, yoLVBIISIO

'K,
)
^
A
m
e
!

r
i
c

-§-
E
c
s
o
m
i
c

 

R
e
v
i
t

::
:
-
s
e
p
t
,
^

9
4
4、v
dfel

x
x
i
y
)

,.

等

:̂
±:
づ

'て
：紹
介
さ
；れ
-Ra
y
a

 Dunayevska.ya,

o
a バ

l.;.Lanl. 

dal^r'warr 皆
，.I

^
g
e
,
o

費

..

R
o
g

e:.

參

の

論

^

.:
s
--i
:
':̂ 

と
尨
^

^
衡
我
隱
に
も
都
贺
重
人^
-̂
:よ
つ

；て
：
そ

：
の

米

«

版

妒
 

絮

连

れ

■炎
_
の
.問
題
に
紙
て
：は
.マ
.鹰
イ
拙
稿
に
於
.：ズ
も

述

べ̂ 

如

く

.
一

 
時
：の
日
木
の
ジ
ャ
！
ナ
リ
ズ
ム
を
服:̂
せ

、
.
’ 

r

ソ
ダ
ィ
工
'

ぃ
;:
1>紙
濟

學

に

新

尨

名

段

響

設

定

す

る

に

至

づ̂

翁̂

稿

義

價

. 

じ
膨
跋
則
と
社
會
生_
11

:
|
# 0 m

題

に

寄

せ

这
•マ
—

學

會

雜

誌

i:;
.■

:

へ
，
へ
：
。
.
.
#
.

び
：：f

似

値

浓

則.石
社

龠

张

義

跄

會
.の
时

妞

』

：_It
'弥
せ
ic
.
.
.

.
Lq
w-
.一
 
0

^
, f 
1合
併
.號
メ
.
.
か
の
.如
べ

冗

解

釋

さ

れ

存

：こ
れ
は. 

' 

'
次

.

u

述
べ
.る

樣

."
;
•',
'
:ア
メ
乡：

力
經
濟
學
界
の
.誤
解
と
そ
れ
を
無
批 

判
に
直
輸
入
さ
：れ
だ
都^

の̂
；̂

の
不
備
に
外
孜
ら
な
い;0
'
先 

づ
.我

々.は
.、」

最

祉

に「

新
教

.る
'段
階
を
設
定
す
る
に
至
，っ
汝

」

と 

言
ふ
.
|11 :
の

#;
味

..
を
檢
討
^'
る
：.こ
と
长
よ
っ
て
.、
r-
の
.問
題
提
起 

:

が
：ソ
ヴ
ィ：.

エ
ト
經
濟
學
の
問
敗
史
的
發
展
過
程
に
占
め
る
.意
義
を 

_
ら
か
に
せ
私
ば
^
ら

_なS

:-
°
と%

ぅ
の
は
此
.の
，問
遡
提
起
は
、. 

，
戈
ヴ
.：ィ
：
エ
，
ト

經

濟

學

に

劍

期

钱

ー

.

.
火
轉
換
を
齎
す
.も
一
の
セ
ぁ
る
と 

一. 一

A
、. ：

或
は
又
齡
濟
學
敎
程..§. 4

本
的
書
替
へ
を
行
ぶ
も
の^
-ぁ
る 

，
と
か
、'勝
吃
决
當
.時
1
.允
四
三——

四
年
の
ョ
、

ネ
3

 

.類
成

の

：問
裡
に
：關
連
し.て
、
>
ヴ
ィ
.本
ト

#
科
學
擧
迷
信
的
‘
風
解

^
印
象
^:
ー
般
に
與
へ
々
；、
：ぁ
る
如
ら

7
.:

:'..':. 

く

-:
" 

- 

.
M

五 

V 
登

：九
九)

.

.：ペ
コ

.



獅S O T 纖 ■ 鹽 魏 纖 您 券 幾 錄 戀 激 嫩 摄 妥 深 兹 機 驟 纖

• ソ.,♦ «• -■■,.*■■.-.---，つ?^タザ、'•て钟v5-'*•ギ̂へ • ' ' ■ベリ| •. ' 、七丨

;3
1
:?
.̂
?
y
j
f
y
<
^

^
!

-r
J
V
^
W
^
;
i
J
i
1

裏
E
_

l
:
u
.
.

-f
:
n̂.
r
-
v
>
-

.-
:
<
^
f
-
y
v

?
、r
M
i
J

(;i•Ml?fトレ 取•’

/;
一';:.'

^
.

「

.*
-'
;
-
;
-

5

 ̂

.

.
:

:̂
1

禮
法
训
と
社
會
虫
蘼
販
き
れ||
!
]题
1
^:
^:
^
て
.一 

バ:
^

-^
^

#
沐
凌
令
先
泉
ん
、
：̂

^;
が

y;
:ヴ
.：ィ
：丰
ト
經
濟
學
の-
' 

，
つ
の
發
展
で
浓
つ
光
こ
と
、I

;

}つ
の
發
f
 I

s
f

し
た
も 

じ

.ぁ
っ
た
こ
と
は
•確
か
で
ぁ
る
が
、
し
か
し
报
し
て£

と
貢 

7k
(4
f

の
2

っ
I

t
ぅ
か
。
，マ
f

ス
經
濟
學
が
. 

::
;

.f
i

^
-f
l
鸫

」

.；：：£■
奴
が
■

で
學
と
呼
ば
h
辱

尨

Cへ 

'
禮
1

1

が

農

疑

■

■
る
I

へ

の

步

磐

を
_
■
:
:

の
で
あ
ら
ぅ
か
。

一
一
，つ
の
經
ー
濟
學
を
し
て
？

丨
ぺ
：の
織
幾
一

H

I

め
し
め
.、
f

作

業

の

廳

■

私
t

の
が』

.

ら
う
か
。

、

-
-
.
.
.
.
- 

*
.
:
.
/

越

滯

靡

で

参

た

明

敏

翁

 
一
f
 

^

1

/J
多

程i 
4

-r
p
r出
た

が

、:え
：
か

：
に

對

ず

名

批

評

^
:
德

 

:

ク
，ヌ
■
.
の
■
の
.，_

』

：‘誌

顏

敷

：と

と

今
；

一
部
^., 

%
象

達

.^
こ
の
.論
文
か
.

』

誠
忆
寄
條
*
結
論
を
■
き
；
^

4
(E. 

s
no.
w "Th

e Patten'of soviet, power、
f
 
善

ニ
肌*

J
-
J
T
T
—

ff
i

o:*
;'木

:^
两

_
.に
ょ
3

、
：.ノ

ぞ

ど
^:
彼

黎

.

6

ク
：.

\:
v
亦

ゐ

；
る■
裏

'

1:

■

か

念

を

で

の

蟹

■

意
，

ぐ•';

I

、返
しH

み

て
の
感
想
を
次
の
如
く
，述
ベ-て
い
る
0
即

ち

志
 

論
文
：

(

ー.レ
.ォ
：
ン
：チ

：
チ

フ

蒙

せ

J
V

「

T
ル 

>
:
.
ス

奢

の

；辦
の
：下
£

:

$が

三

年

七

：
.
八

月
'-
'
:
: , 

V

四

六

(

六
0
〇)

儀

_

_

1 |
_

1|

a

l

i

l

l

ン

親

f

再

■
認

f
 

s

fぃ
も

:

に
そ
の
國
&

於

S

本

塞
 

:

、
g

v f
:

n
認
め
た
f

等

し

.：ぃi:

.日
ふ
■結
論
を
’

mし

ク 

I
義 

I

I

I

 
產

.

》

て
s

 J' (

同

前

、
，
：
:四
0
:頁)

じ
と
.記
し
：
て

ゐ•る
。

.

.创f

論

素

は

、
、

K

讓

：
の
：
主.張
.の
脈
I

無
視
し
で
、
S
 

4
花
を

■

せ
_

f
為

、

M
度

I

國
に

I

入

.'
'

1

し 

i

i

 
產
 

f
 

p

i

:

MI
班

f
 

f
 
龠j 

•
‘

>
,ノ

;■
;

d

、̂
そ
の
}
忙
想
.奢
ょ

つ

て

議

論

を

組
.：み
立

ぢ
、 

-れ
-
レ
る
に
茧
つ
て
は
、

た

乂̂

驚

ぐ

.の

.
外
枕
トXい

5L
ゼ

木

氏

和

翼

の

驗

に

對

す

る

批.制
ぱ
旣
に
拙
：稿

r
r
y
M
. 

月
货)

に

がi
そ
ジ
恥
思
を
採
上
げ
て
置
い
た
か
：：ら
本
稿
、に
^
て
.
'

• 

■ 

- 

- 

5
 

' 

. 

' 

■ 

.

-:
■ 

*

は
觸
れ
ぬ
こ
と
、
す
る
。

’ 

.

.
一

、

'

■

.

.

先
づ
、
.ソ

ヴ

ィ

エ

.ト經
濟
嵚
抓
觅
.に
は
全
1I
L*
界
の
ジ
ャー

ナ
リ
ズ 

V
A金
：脤
わ
せ
：た
邶
の
間
題
耀
起
ば
、
ー
タ
ヴ
ィ
エ
.卞

.«
濟
學
の
她
論
：
 

的
硏
究
の
企
ち
遲
仉
を
克
服
す
べ
く
、
行
わ
れ
た
と

iK

ふ
點_

. 

或
は
又
、
別
な
詻
葉
で
言
へ
ば
、
そ
‘の
理
論
的
洱
擺
進
を
遂
げ
る 

•,
•■可
ぐ

.故
ざ
れ
た
a：
言

'ふ
點

^

め̂
て
«

楚

で

あ

る
-9
卽
：ぢ
：>
:連
經

' 

.、.
*が
多
が
れ
少
か
れ
釜
國
玛
經
濟
的
綜
仓If
戴
經
|
實
施
に
：人
: ̂

.だ

.の
政
第
：

I

.攻
满
ヶ
«
l1
:

_

.

s

^

f

八年
'-f

段
ょ

■り
9 

.
6
 
士

で

あ

-!
?
'、\し
舍

尙

農

業

部

面

ぼ

：デ
ル̂
丨
ズ
化
売
了
や
--
-
: 

'
A
H
K
^
IM
迄
、
.
.
小
商
品
生
進
.が
殘

#-
1>
:
^
.
:
お
セ
、
.
.
尙
本
路
的
全
_ 

,
:國
K
經
濟
訛
靈
化
.の
前
提
要
件
於
：嫌
^
て
ゐ
荩
か
々
た
。

〉

.

.
然

P
I 

.
:九
三
0
年
1

1

後

と

：じ

：
て

開

警

：
れ

，
於

農

業

集

團

化

：
の

狂

猢

怒

»

-へQ

發
展
に
ょ
：夕
て
計
！

S

經
濟
の
社
#
的
亂
提
^
件
；は
¥
應
*

備
し 

,た

-0
そ
'1>
て
.現
«
の
_

生
義

1|
:
:#
'の
鐘

設-<
?
:
共

產

主

義

社

會

ぺ
 

.の
移
行
が
、

そ
：の
株
舰
的
法
則
に
、從
つ
て
進
涉
し
、
發
M
せ
し
め 

あ
：.る
■の
に
一
:
:
方

.、.；社
會
生
義
社
會
理
論
的
澥
叽5:
:
#
務 

オ
：る
社
#'
虫
義
ゐ
：經
濟
擧
は
！̂

淺̂
ぐ
、
.發
M
t極
め
.て
遲 

'
い
。

こ
れ
が
常
時
の
ソ
ヴ•ィH

ト
經
濟
學
界
の
'指
導
的
メ
ン
バ
ー 

•'
:/
.
達
め

.苹
直
改
蒽
見
で
.あ
つ

^
,9
從

っ

考

；
社

會

主

猶

黎

::
:
:
:
; 
ノ
:.
v
;
:
;
;
;
ハI

I

的
資
料
に
恶
い
て
調
嵛
を
進
め
、
そ
の̂;
展
法
則
、
：；
踪
合
的
具
體 

■'
■;
;的
特
徵
を
明
ら
か
に
し
、
、
資
本
主_
の
谷
れ
よ
り
も
炊
淹
か
：に
複.
-
 

.雜
で
あ
り
又
、
■多
约
的
^

あ
石
と
之ろ

の
.
.
社
會
主
義
經
*
の
.發
脉

；
. 

法
則
を
複
雜
多
岐
に
分
析
せ
ね
ば
な
ち
な
；い
.こ

>
_が
-s
#
さ
.
れ 

た
。
、( 「

ポ
リ
シ
ヱ
ヴ
ィ
ク」

誌
、
：
.''
九

.四
六
年
ー
.通
號
.，
卷

頭

r ハ 

J
l
e
o
y
b

へ
:.
.--
;
が

^
る
：

I.

猶
的
：现
論
的
硏
究
分
野
の
自
己
：反
省
と
し
て
；

_先
づ
间
. 

.題
が
提
遛
さ
れ
た
こ
と.を
、
そ
し
て
そ
れ
が
览
服
の
：
.：た
め
.に
.は
現
.
’
 

_
ぺ
賓
が
ソ
ダ
'ィ
-
ト
社
會
の
-^
屬
的
統
&
|赛
韌
矾
究
が
要
請
さ
れ
.

： 

t
の
で
.あ

-S
'
こ
と
ビ
我
々
に
は
忘
.れ
.て
仗
な
.
な̂

W
Oそ
れ
は
、 

V.::

都
留
氏
^
®
さ̂
れ
た
様i.

、v:

叉

鈴

木

氏

：
が

：
そ

れ

.に
*

林

れ

た

様
 

パ
に
.
F
-
價
値
賴
則
は
社
會
主
顏
社
會
に
も.贫
當
ず
る
かJ.

否
か
.とs

1 

ふ
が
如
き
、
近
視
眼
的
間
題
と
し
て
据
起
ざ
れ
だ
も
&
で

ぬ

汲

し

、
 

て
な
い
の
で
あ
る
0

マ
ル
ク
ス
及
びH.

ン
ゲ
M
.X'
.は
、
：
彼
等
が
组

ご
へ
活
-

驗̂

，
し

た

寶

本

主

義

經

濟

の

諸

法

則

を

專

^
^
-r
f
,.'
.解
明

：し.

Z「
：

.

.
た
尸
そ
し
七
過
波
期
及
び
社f

尊
の
.經
濟
の
分
析
：•
»明
は

、
' 

.

. 

.
■
レ
ー
一
ーン

•
ス

タ

ーリ
ン
及
び
そ
れ
以
後
：の
；ソ
紙
經
濟
學#
達

に
. 

•■
-
.遺
..
洛

：
れ

：た

課

題

で

^
る
：0

*
濟
學
が
實
踐
的
使
命
を
擔
つ
：た
蟛®
:

ノ
',
:
.科
學
為
冬
以
上
.、.

^
.
&社
會
主
義
社
'#
の
：
建

設

と'そ
0
發
展
を 

阜
る
こ
と
の
出
來
な
か
つ
た
マ
ル
ク
ス

• 

h

ン
ゲ
ル
ス
社
#
主

a 

■-
■;:.
•
■■
•■::>
:':
'
, 

'
>
•

•:
■••'
-
:■
;
:
,',
'
■•
'
'
.
四
.七
：''.
'

.

.

.
:
'



ヲ，• 抑 作 爾 ^ ^ ^ 获孩棟微猶浑錢蹈鐵為ネ賴學職終鐵潔艇驟變赞

• _ … ； 4
- ...: ' ..こ-....-.. '；<■.：■•• - ； >} }l-f!

r̂
w!*̂

?yi*̂

名
.

^

^

養
？w
>̂-
f W

も
い

v

か

vî
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